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【第 1 章 本論文の目的とテーマの設定理由】 

 本論文のテーマを「コミュニティラジオ局におけるスポー

ツ番組の果たす役割」を設定した理由は、筆者が実際にコミ

ュニティラジオ局に番組を提供した経験によるものである。

地域に密着した番組を制作する中で、スポーツはコンテンツ

として成り立つとは思えず、取り上げることはなかった。し

かし実際に様々なコミュニティラジオ局でスポーツ番組が

放送されており、どういった番組を、何故放送しているのか

疑問を持ち、本論文で調査していくこととした。 

 

【第 2 章 先行研究】 

「コミュニティラジオの現状」と「一般にメディアがスポ

ーツ番組に求めるもの」の 2 節に分けて先行研究を調べた。 
コミュニティラジオの現状としては、最大の特徴である限

られた放送範囲、コミュニティラジオ局の主な設立理由、放

送されている番組、認知に関する問題、経営面から文献を調

べた。コミュニティラジオ局は地域に密着したメディアであ

り、主に防災や地域への貢献といった目的で設立されている。

地域の情報番組や音楽番組に加え、主婦や子供層をターゲッ

トとしたと見られる番組が放送されており、これは災害時な

どに緊急放送を行っていることを普段から知ってもらうた

めに、市民に親しみのあるラジオになる必要があるからであ

る。聴取率や認知度が低く、運営資金にも難があるが、地域

のイベント参加による宣伝やボランティアの起用など、様々

な工夫を凝らして運営されている。 
メディアがスポーツに求めるものとしては、規模の大きな

大会などにおいては視聴率を期待し放映権が高騰していて

も獲得を目指すが、規模の小さな試合などは視聴率が見込め

ないため切り捨てられている傾向が強い。公共性を重視する

メディアはこの限りではなく、規模の小さな試合も扱うと考

えられる。 

 

【第 3 章 仮説・調査方法・分析方法】 

第 1 章と第 2 章から、コミュニティラジオ局がスポーツ番

組の放送を行う目的は、スポンサー獲得などではなく、「地

域貢献」なのではないか、という仮説を立てた。 

この仮説を検証するために、埼玉県さいたま市浦和区のエ

フエム浦和、東京都武蔵野市吉祥寺のエフエムむさしのにイ

ンタビュー調査を行った。インタビュー内容は主に「局設立

の理由」「どんなスポーツ番組を放送しているか、あるいは

放送していきたいか」「スポーツ番組を放送する理由」「サイ

マル放送を開始した理由」の 4 つである。インタビューを IC

レコーダーに録音し、後に文字起こしをした。分析では文字

起こしした文章から該当部分を抽出・引用して考察していく

ことにした。 
 

【第 4 章 結果】 

エフエム浦和が地域貢献、エフエムむさしのが防災を目的に

設立されていた。スポーツ放送はエフエム浦和がニーズに合わ

せた試合中継の拡大という展望を持っており、エフエムむさしの

では地元でスポーツに従事する人へのインタビューなどを行って

いた。スポーツ放送を行う理由が、エフエム浦和はその設立目的

に加えてキー局が放送を行わないこと、エフエムむさしのはバラ

エティ色を出し明るい話題を提供することや、地元の人を取り上

げて聴いてもらうことなどであった。そして、サイマル放送を始め

た理由は両局とも共通で、エリア内でもマンションの中などで聴け

ない人がいるため、その人たちのためのエリア補完が主な目的で

あるとのことだった。 

 

【第 5 章 考察】 

どの回答結果からも、両局が地元の人を第一に考えて放送を

行っており、スポーツ番組においても例外ではなく当てはまると

考えられる。結果として、スポーツに地域活性化の役割を求めて

いるということが言える。 

 また、試合中継や一般の人へのインタビューなどは、聴取者並

びにインタビューなどへの参加者に非日常性をもたらしている。

そういった面でも、コミュニティラジオが、はたまた放送されるスポ

ーツ番組が地元の人に貢献する役割を担っていると考えることが

できる。 

しかし、エフエム浦和の試合中継を除いて、スポーツだからこ

そ果たせる役割、スポーツが無ければ成り立たないとは言えない

ように感じた。逆に、コミュニティラジオだからこそ、スポーツ番組

に地域活性化など人と人を繋ぐ役割が生まれているように思えた。

スポーツ番組からコミュニティラジオ、という方向で本論文を進め

ていくことのみを考えてしまっていたが、逆の視点も必要であった

と感じる。 

また、「何故スポーツ番組を放送しないのか」ということを調査

するために、スポーツ番組を全く放送しないコミュニティラジオ局

への取材も効果的であったかも知れない。本研究に再び触れる

ことがあれば、そういった点に気を配りたい。 


